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二 十 一 世 紀 に 生 き る 我

我 、 眞 に 必 要 な も の は

週 末 力 で あ る 。（哲学者）
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April

2022 4

月
刊

表紙 the rocket gold star

T A K E
F R E E

東 朋 治

酒 井 貴 代

大 西 淳 浩

村 上 し ほ り

柳 宗 悦

桂 枝 之 進



日

本

全

国

放

課

後

三

昧

―
牛
丼
戦
争
（朝
定
食
編
）―

  

東

朋
治

朝
定
食
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
立
ち
食
い
そ
ば

を
は
じ
め
多
く
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

は
朝
限
定
の
お
得
な
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

元
々
は
喫
茶
店
の
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
が
そ
の
ハ

シ
リ
だ
ろ
う
。
中
で
も
最
も
激
し
く
厳
し
く
熱

い
バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
が
、
牛
丼
メ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
。

若
き
頃
、
明
け
方
ま
で
呑
ん
で
始
発
前
に
牛

丼
屋
に
飛
び
込
み
、
再
度
ビ
ー
ル
や
牛
皿
で
呑

む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ワ
シ
ワ
シ
と
牛
丼
大
盛
つ

ゆ
だ
く
卵
な
ど
を
早
朝
か
ら
腹
に
入
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

幾
年
月
を
経
て
50
代
に
手
が
届
く
オ
ッ
サ
ン

に
な
り
、
気
合
一
発
の
朝
牛
丼
よ
り
も
し
み
じ

み
と
朝
限
定
の
定
食
の
醸
し
出
す
優
し
さ
に
惹

か
れ
て
い
っ
た
。

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン

グ
に
親
し
ん
で
き
た
神
戸
新
長
田
生
ま
れ
の
育

ち
。
ト
ー
ス
ト
、
ゆ
で
卵
、
珈
琲
が
基
本
で
３

０
０
円
程
度
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
サ
ラ

ダ
や
フ
ル
ー
ツ
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
も
。
何
故

か
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
は
割
り
増
し
だ
っ
た
。

牛
丼
メ
ジ
ャ
ー
の
朝
定
食
と
純
喫
茶
の
モ
ー

ニ
ン
グ
は
、
珈
琲
の
有
無
、
喫
煙
の
可
否
、
ゆ

と
り
の
有
無
、
新
聞
の
有
無
な
ど
か
ら
一
概
に

比
較
で
き
な
い
。

普
段
私
は
朝
飯
を
食
べ
な
い
。
全
国
各
地
で

コ
ロ
ナ
前
は
年
間
３
０
０
泊
ほ
ど
（
今
は
２
０

０
泊
ほ
ど
か
）
お
世
話
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
の
朝
食
も
珈
琲
だ
け
で
済
ま
す
こ
と
が
多
い
。

前
夜
の
鯨
飲
馬
喰
で
二
日
酔
い
か
胃
も
た
れ
の

た
め
で
あ
る
。

そ
ん
な
外
泊
の
日
々
で
も
、
た
ま
に
心
身
絶

好
調
。
目
覚
め
良
く
、
朝
か
ら
空
腹
を
感
じ
る

爽
や
か
な
朝
も
あ
る
。
そ
ん
な
日
に
限
っ
て
、

ホ
テ
ル
に
朝
食
サ
ー
ビ
ス
が
な
か
っ
た
り
す
る
。

私
が
頻
繁
に
利
用
す
る
全
国
各
地
の
ホ
テ
ル
の

近
く
、
ま
た
は
駅
前
に
た
い
て
い
牛
丼
チ
ェ
ー

ン
が
24
時
間
灯
り
を
照
ら
し
て
い
る
。

出
張
先
の
空
腹
の
朝
の
選
択
肢
は
２
択
。
1

つ
は
「
立
ち
食
い
そ
ば
（
北
九
州
だ
っ
た
ら
う

ど
ん
）
」
、
も
う
一
つ
が
「
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
の

朝
定
食
」
。
朝
の
1
分
は
夜
の
1
時
間
。
迷
わ

ぬ
よ
う
注
文
す
る
際
は
、
基
本
的
に
「
最
安
値

を
召
還
。
コ
ス
パ
の
素
晴
ら
し
さ
に
打
ち
震
え

る
。あ

る
冬
の
朝
。
空
港
行
き
の
バ
ス
を
待
つ
15

分
間
を
利
用
し
て≪

Ｙ
野
家≫

へ
。
メ
ニ
ュ
ー

を
一
瞥
し
、
最
安
値
の
「
納
豆
定
食
」
を
注
文
。

大
き
な
湯
の
み
に
入
っ
た
熱
い
お
茶
が
、
体
を

芯
か
ら
温
め
て
く
れ
る
。

朝
６
時
の
店
内
は
朝
ま
で
呑
ん
だ
賑
や
か
な

勢
い
を
引
き
づ
る
若
者
グ
ル
ー
プ
、
眠
そ
う
に

腹
ご
し
ら
え
し
て
い
る
ホ
ス
ト
風
や
呼
び
込
み

風
、
ひ
た
す
ら
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
仕
事

上
が
り
の
キ
ャ
バ
嬢
、
出
勤
前
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
８
割
ほ
ど
席
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
昼
メ
シ

時
と
は
異
な
る
妙
に
気
だ
る
い
活
気
が
あ
る
。

１
分
ほ
ど
で
御
膳
が
眼
前
に
。
丼
に
入
っ
た

白
米
、
別
添
刻
み
ネ
ギ
が
嬉
し
い
納
豆
、
生
卵
、

板
海
苔
、
漬
物
、
味
噌
汁
。
こ
れ
ぞ
日
本
の
王

道
定
食
。
こ
れ
に
無
料
の
卓
上
紅
生
姜
が
加
わ

る
。
わ
ず
か
な
隙
も
見
当
た
ら
ぬ
完
璧
な
布
陣
。

こ
れ
が
牛
丼
メ
ジ
ャ
ー
朝
定
食
制
覇
の
基
本
メ

ニ
ュ
ー
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
味
噌
汁
。…

…

。
味
噌
汁
が
一
番
旨

い
時
間
帯
は
、
や
は
り
朝
。
五
臓
六
腑
と
心
に

沁
み
渡
る
。
Ｙ
野
家
の
味
噌
汁
は
単
品
注
文
な

④

」

土日随筆



ら
有
料
だ
が
、
そ
の
値
打
ち
の
あ
る
味
わ
い
で

あ
る
。

納
豆
を
か
き
ま
ぜ
、
御
飯
に
乗
せ
て
丼
を
手

に
取
り
、
か
き
こ
む
。
続
い
て
生
卵
を
醤
油
で

軽
く
溶
き
、
ぶ
っ
か
け
る
。
紅
生
姜
も
乗
せ
、

渾
然
一
体
に
啜
る
よ
う
に
、
呑
む
よ
う
に
頬
張

る
。
卵
か
け
御
飯
に
、
板
海
苔
で
ク
ル
ン
と
巻

い
て
口
に
放
り
込
む
。
紅
生
姜
の
酸
味
が
目
覚

め
を
促
す
。
朝
の
極
楽
と
い
え
る
。

≪

Ｍ
屋≫

で
は
券
売
機
と
対
峙
し
、
最
安
値
の

「
定
番
朝
定
食
」
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。
御
飯
、

味
噌
汁
、
板
海
苔
、
生
卵
、
漬
物
に
食
べ
放
題

紅
生
姜
に
加
え
、
４
種
類
の
小
鉢
か
ら
一
つ
選

択
で
き
る
。
「
納
豆
」
「
と
ろ
ろ
」
「
ミ
ニ
牛

皿
」
「
冷
奴
」
。
頼
も
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

納
豆
は
ベ
タ
過
ぎ
。
冷
奴
は
私
に
と
っ
て
夜
の

お
通
し
。
と
ろ
ろ
に
心
引
か
れ
る
が
、
こ
こ
は

牛
丼
屋
。
コ
ン
マ
７
秒
の
脳
内
バ
ト
ル
の
結
果

「
ミ
ニ
牛
皿
」
を
選
択
。
後
日
、
愛
読
コ
ミ
ッ

ク
『
め
し
ば
な
刑
事
タ
チ
バ
ナ
』
第
十
一
巻
を

読
み
、
こ
の
選
択
が
「
客
観
的
に
」
正
し
か
っ

た
こ
と
を
知
る(

読
ん
で
確
か
め
て
ね)

。

Ｍ
屋
の
卓
上
黄
金
タ
レ
三
銃
士
（
カ
ル
ビ
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
ポ
ン
酢
）
が
あ
れ
ば
お
か
ず

が
い
ら
ぬ
ほ
ど
の
満
足
感
。
ミ
ニ
牛
皿
が
加
わ

る
だ
け
で
、
お
膳
の
上
は
Ｄ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

朝
定
食
が
一
番
旨
い
時
間
帯
。
私
に
と
っ
て
、

明
け
方
前
で
あ
る
。
店
に
入
る
時
は
真
っ
暗
だ

た
の
に
、
店
を
出
る
と
、
わ
ず
か
10
分
程
度
の

間
に
空
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
白
み
が
か
り
は
じ
め

る
。
こ
れ
か
ら
世
界
が
動
き
出
す
。
五
臓
六
腑

や
脳
に
暖
流
が
流
れ
る
。

朝
定
食
は
、
タ
フ
な
一
日
を
乗
り
切
る
た
め
の

燃
料
で
あ
り
、
週
末
の
朝
を
充
実
さ
せ
る
ス
イ

チ
で
あ
る
。
急
な
便
意
を
催
す
ス
イ
ッ
チ
で
も

あ
る
け
れ
ど
。

状
態
。
値
段
が
同
じ
だ
っ
た
Ｙ
野
家
と
の
違
い

は
、
納
豆
一
択
か
、
複
数
小
鉢
か
ら
選
べ
る
か

ど
う
か
。
こ
の
差
は
日
本
海
溝
よ
り
深
い
。

≪

Ｓ
き
家≫

は
数
年
前
、
安
値
朝
食
に
ク
ー
デ

タ
ー
を
起
こ
し
た
。
出
勤
前
の
オ
ヤ
ジ
た
ち
の

心
を
鷲
掴
み
に
す
る
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
朝

食
」
。
究
極
の
シ
ン
プ
ル
、
永
遠
の
愛
を
誓
い

た
く
な
る
最
安
値
な
２
０
０
円
。
他
の
メ
ジ
ャ

の
最
安
値
定
食
と
比
較
し
て
も
半
値
に
近
い
。

丼
い
っ
ぱ
い
の
白
飯
、
出
汁
の
効
い
た
味
噌
汁
、

新
鮮
な
生
卵
、
芸
の
細
か
い
た
ま
ご
か
け
専
用

醤
油
。

こ
れ
だ
け
な
ら
正
直
申
し
上
げ
て
寂
寥
感
と
貧

相
感
は
否
め
ぬ
が
、
こ
れ
に
小
鉢
物
と
し
て
ひ

じ
き
煮
が
加
わ
る
。
グ
レ
ー
ド
が
グ
ン
と
上
が

る
。
紅
生
姜
を
適
度
に
活
用
し
な
が
ら
、
濃
厚

で
甘
美
で
ト
ロ
ト
ロ
し
た
卵
か
け
飯
の
真
髄
を

思
う
存
分
堪
能
す
る
。
究
極
の
朝
定
食
か
も
し

れ
な
い
。

前
述
の
『
め
し
ば
な
刑
事
タ
チ
バ
ナ
』
（
第
十

一
巻
）
は
朝
定
食
特
集
。
そ
こ
で
知
っ
た
が
、

≪

Ｓ
き
家≫

の
妹
分
に
あ
る
業
界
４
番
手
（
た

ぶ
ん
）≪

Ｎ
か
卯≫

が
、
目
玉
焼
朝
食
セ
ッ
ト

を
２
０
０
円
で
発
売
し
て
い
る
と
い
う
。
姉

（
Ｓ
き
家
）
が
生
卵
な
の
で
差
別
化
を
図
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
あ
づ
ま
・
と
も
は
る
）

一
九
七
四
年
神
戸
市
長
田
区
生
ま
れ
。
製
鉄
工
場
勤
務
を

経
て
神
戸
新
長
田
地
区
の
震
災
復
興
に
十
年
以
上
従
事
。

二
〇
一
〇
年
大
阪
府
内
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
転
籍
。

二
〇
一
七
年
（株
）商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
設
立
。

中
心
市
街
地
や
商
店
街
活
性
化
、
新
規
創
業
者
伴
走
支
援

や
空
き
店
舗
対
策
、
名
物
づ
く
り
、
被
災
商
業
地
域
の
復
旧

復
興
、
商
業
施
設
再
整
備
及
び
運
営
な
ど
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
活
動
中
。
趣
味
は
読
書
、
映
画(

館)

鑑
賞
、
そ
し
て

全
国
津
々
浦
々
の
訪
問
先
で
そ
の
地
の
皆
さ
ま
と
酒
を
酌

み
交
わ
す
こ
と
。

⑤ ブログ「東朋治の今夜もまちづくり」好評連載中。http://www.aho-boiled.com/
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式
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社
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業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役

ー

っッ




